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要 旨

再生類の初期発生においては、各割球の運命を定める決定因子がきわめて重要な働きをするが、

その存在を裏付ける強力な実験証拠があるにもかかわらず、実体は未だ明らかになっていない。理

由としては、化学的な性質が不明であることと、卵の中に少量しか含まれないことがあげられる。

本研究では、決定因子の実体を知るため、決定因子をタンパク質であると考え、卵の細胞費中に極

性分布を示すタンパク質抗原の存在を明らかiこすることを吾的とした。決定因子は、未受精卵の細

胞賓中にあらかじめ編って存在するように用意されており、受精後の初期卵割の際に、各部球に不

均等に分配され、各害i球の運命を定めると考えられているからである。

実験動物にはアフリカツメガエル（Xenopus Jae羽is）を選び、手法としては、モノクローナル抗体

を多数作製して極性分布抗原認識の抗体を選別し、解析に患いることにした。モノクローナル抗体

作製には、通常ある程度精製した抗原を必要とするが、本研究の求める決定国子については不可能

であ号、いわばバルクな抗原を用いざるを得ない9 そこで、卵黄タンパク賓が含まれない拐期卵母

細胞、および未受精卵の SlOO分画を免喪抗震とし、ハイプリドーマ細胞のスクリーニングの段階

で、特異的な抗原認識の抗体を選別することにした。マウスの免疫とハイプリドーマ作製は定法に

従って行い、前者の免疫抗原から1231菌、後者の免疫抗震から泣342個のモノクローナル抗体産生の

ハイプワドーマを得た。これらの産生する抗体について、まず、それぞれの免疫抗原に対する

ELIS A法によるスクリーニングを行い、免疫抗原を認識する拡体を選択し、次に卵巣切片に対

する免疫組織化学的染色によるスクリーニングを行った。アフリカツメガエルは 1年を通して産卵

が可能な両生類であり、その卵巣内にはさまざまな発生段階の卵母縮抱が多数存在する。また、各

発生段踏の卵母紹抱には形態学的な極性が認められ、切片上に観察される卵母細胞の断面の泣量を
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判断できる。集って、卵巣切片を用いたスクリーニングは、卵形成期において時期詩異性を示す抗

原や、卵母細胞質中に特異的な分布を示す抗原の存在を明らかにする抗体の選別に好適であった。

そしてこの結果、時期特異性を示す抗原を認識するモノクローナル抗体を2群10個、分布特異性を

示す抗京を認識するモノクローナル抗体を4群22個、得ることができた。これらの抗体については、

免疫抗原を用いたウエスタンプロッテイングによって、それぞれが認識する抗震とその分子量を確

認した。

分布特異性を示す抗原を認識する抗体は、 typeA （動物半球の紹胞質を認識） ,typeV （植物半球

の縮施賞を認識）， type P （緩胞質の周縁部を認識）， type N （核質を認識）の4群に分けられた。

type P, Nは卵形成期を通して部域性を示し続けたが、 typeA, Vは、卵形或期申期以降（st.IV -
VI）に部域性を示すことがわかった。また、成熟卵母細胞における 3次元的な分布を検討した結果、

さらに A1,A2, V1, V2と分類されることが判明した。さら記、動物および植物半球の断片から抽出し

たタンパク質を用いてのウエスタン・プロッテイングの解析によっても、これらの極性分布が確認

できた。また、発生を開始した妊（抱展期匪）を用いて、免疫組織化学的染色の解析を行なった結

果、これらの筑原が初期症においてもその極性分布を維持していることが判明した。

以上の免疫学的手法による解析の結果、卵形成期におけるタンパク質の紹胞質への蓄積が、時期

特異的にそして分布特異的になされる様子が明らかとなった。タンパク質蓄穫の過程は、現在まで

よく知られておらず、このように個別に解者して得られた知見は重要である。また、特異的分布抗

原の中でも、動植物斡性に沿った分布を示す抗原はさらに4群に分類され、それらの分布特性から

擦の細胞質には A11V1、A21V2の抗原分布を分ける境界があることが考えられた。また、胞座期に
おいても分布が変わらないことが確かめられ、初期発生において各割球に傷って分配される筑原で

あることが示唆された。
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